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　図のように，稜りょうの長

さがで，質量の均質な立方

体を床に置き，立方体の上面の

稜の中央に糸を結び，稜

に垂直で水平とつねに角

をなすよう斜め上方向に糸を引

いて，平面が鉛直と角

をなす位置で静止させた図。

重力加速度の大きさをとして，

次の問いに答えよ。

　稜のまわりの重力のモーメントの大きさを求めよ。

　糸の張力をとして，稜に床から作用する力のうちの

　ア　垂直抗力の大きさを求めよ。

　イ　静止摩擦力の大きさを求めよ。

　稜のまわりの力のモーメントのつりあいから，張力の大きさを求めよ。

　ここで，糸を水平に保ちながら，立方体を図から図の状態にゆっくり戻

　した。このとき，がから



まで変化しても立方体はすべらずに，面全体

　が床に着いた。このことから，立方体と床との間の静止摩擦係数はいくら以上なけれ

　ばならないか，その値を求めよ。
 

 
Produced by Koike Masahito 

大学入試 のお部屋 

問題編 

’99 神奈川大学 


